
2022 年度 教員の自己点検・自己評価報告書 

 

所属学部 学科 職位 氏  名 

経営学部 地域ビジネス学科 教授 深谷 和広 

最終学歴 学 位 専門分野 

立命館大学大学院経営学研究科企業経営専攻 

博士後期課程満期退学 

経済学修士 会計学 

 

Ⅰ 教育活動 

○理念・目標・方針・計画（方法） 

（理念） 

建学の精神「真に信頼して事を任せうる人格の育成」に基づいて、それぞれの学生の個性を尊重し、

真に信頼される事を任せうる人材の育成に邁進することを理念とした。 

（目標） 

建学の精神に基づいて、経営に必要な知識と技術を修得させ、地域で事業活動を行う企業や組織にお

いてリーダーシップを発揮して活躍できる人材の育成を目標とし、特に、会計学・財務諸表論等の学び

を通じて専門知識を身に付けた人材を育成してきた。教職員と学生が取り組む「オンリーワンを、一人

に、ひとつ」のフレーズを意識し、それぞれの個性を尊重した人材育成に邁進した。 

（方針） 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏まえて、企業経営全般に関する知識・技能を身に付け、

真に信頼して地域ビジネスを担いうる人材を育成することを方針とした。 

 (1)企業経営全般に関する知識および技能を身につけている。 

(2)経営を取り巻く環境変化に関心を持ち、ビジネスや社会全体に与える影響を幅広く思考し、多面的

な判断の上、中長期的な課題を考えることができる。 

(3)自ら専門知識や技能を深める領域を探求し、地域社会の活性化や発展に貢献できる。 

（計画） 

校訓「真面目」を意識し、学習への真面目な取組みの基本姿勢を伝え、内容に興味のわく分かりやす

い授業実践を積極的に進めた。授業内容は授業評価の結果も踏まえて最新の話題にも気を配って内容改

善を進めた。また演習では、学生の主体的な学びを積極的に設定し、愛情と情熱をもって校訓「真面目」

を体現する社会人育成を実践した。 

 

○担当科目（前期・後期） 

（前期） 

 簿記会計Ⅰ、会計学、原価計算論、総合演習Ⅰ、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅲ 

（後期） 

 簿記会計Ⅱ、財務諸表論、財務管理論、総合演習Ⅱ、専門演習Ⅱ、専門演習Ⅳ 

 

○教育方法の実践 

2020 年 4月以来 2年を経過した終息の目途のないコロナ禍において、昨年度の授業内容を見直改善を

行い、新たな日常の中で果敢に対面を前提とした授業に取り組んだ。講義科目では、対面授業のメリッ

トを生かすべく制約の中で魅力的な授業運営に努めた。対面する学生の理解度を意識し、ネット資料と

共に板書を積極的に活用した。コロナ禍で作成したビデオ教材や電子テキストも積極的に活用した。演



習科目では、コロナ禍の制約のもとで対面のコミュニケーションを意識し演習運営に取り組んだ。また

演習活動においてチームスクを積極的に活用した。 

 

 ○作成した教科書・教材 

「簿記会計Ⅰ」「簿記会計Ⅱ」「原価計算論」「会計学」「財務管理論」「財務諸表論」の講義科目では、

テキストを活用するとともに独自の学習資料を作成して、学生の理解度を重視する授業運営にとり組ん

だ。フィードバック資料としてオンデマンド資料を活用した。またチームスの課題機能を用いて事前事

後の自主学習できる授業運営に努めた。 

 

○自己評価 

「簿記会計Ⅰ」「簿記会計Ⅱ」「会計学」「原価計算論」「財務諸表論」の講義科目では、独自資料を活

用して学生自ら学習できる授業運営にとり組んだ。コロナ禍の制約があるものの積極的に対面授業の

メリットを生かして学習目標を達成できるよう学習環境の整備に努めた。演習活動ではコミュニケー

ションを重視するゼミ運営を実践することができた。ゼミ運営で個別対応に配慮し学生の授業満足度

を高めることができた。コロナ禍の授業運営上の制約はあったが、自ら学ぶ学習姿勢を育てるという

自身の教育目標を達成することができた。 

 

○2014 年 4 月から 2022 年 3 月の研究業績（特許等を含む） 

  （著書） 

・伊藤秀俊編著、田端哲夫、相川奈美、林慶雲、遠藤秀紀、深谷和広、長岡正、渡邊智、柳田純也、

東田明著『入門商業簿記テキスト第 2版』中央経済社、2015 年 3月、120 頁-133、150 頁-160 頁 

（学術論文） 

・深谷和広：「IASB 基本財務諸表プロジェクトの予備的検討－EBIT と経営者業績指標の導入の方

向性－」、東邦学誌第 47 巻第 1 号、2018 年 6 月 10 日、145 頁-157 頁 

・深谷和広：「IASB 討議資料『開示原則』の検討」、東邦学誌第 46 巻第 2 号、2017 年 12 月 10 日、

203 頁-217 頁 

・深谷和広：「『IFRS 実務記述書：重要性の適用』の検討－重要性のプロセスを中心に－」、東邦学

誌第 46 巻第 1 号、2017 年 6 月 10 日、141 頁-153 頁 

・深谷和広：IASB『実務記述書：重要性の適用』の検討、『東邦学誌』第 44 巻第 1 号、2016 年 6

月 10 日、91 頁-103 頁 

・深谷和広：IASB「開示に関する取組み」の検討‐開示原則プロジェクトの現状調査‐、『東邦学

誌』第 44 巻第 1 号、2015 年 6 月 10 日、151 頁-164 頁 

・深谷和広：「戦略報告指針」の検討－年次報告書における情報配置の論点－、『東邦学誌』第 43 巻

第 2 号、2014 年 12 月 10 日、25 頁-38 頁 

・深谷和広：「ED：戦略報告書指針」の検討、『東邦学誌』第 43 巻第 1 号、2014 年 6 月 10 日、57

頁-70 頁 

（学会発表） 

  該当なし 

（特許） 

  該当なし 

（その他） 

  該当なし 



 

○科学研究費補助金等への申請状況、交付状況（学内外） 

本年度も科学研究費補助金への申請は行わなかった。 

 

○所属学会 

日本会計研究学会、税務会計研究学会、国際会計研究学会、会計理論研究学会 

 

○自己評価 

2021 年度も昨年度同様に開示問題への取り組みに関する基礎的研究活動を進めてきた。国際基準

審議会（IAS）の開示に関する取組みに係る基本財務諸表と経営者による説明のプロジェクトの進行

状況を分析する活動を実施してきた。今後の課題として、これまでの研究成果発表ができていない。

次年度は、特に、最新の話題として企業会計制度における表示と開示の問題を中心に位置づけること

を積極的に進めて行きたい。実務への影響を含めて新たな会計制度の変革について研究を深めて積

極的に発信する予定である。 

 

Ⅲ 大学運営 

○目標・計画 

（目標） 

建学の精神を意識し、真面目に情熱をもって学務分掌の職責をはたし、大学運営に貢献する。また、

「オンリーワンを、一人に、ひとつ」のフレーズを大学運営面での具体化に貢献する。 

（計画） 

学部長補佐・学科長として大学・学部業務を遂行することに邁進する。また委員会の構成員として業

務を遂行し、それどれの業務遂行に邁進して大学の発展に寄与する。 

 

○学内委員等 

人権問題・個人情報管理委員会 

 

○自己評価 

学部長補佐・学科長として経営学部長を補佐し、学部執行部の円滑な運営と学部教育の発展に資す

る活動に邁進してきた。また大学教育全体の発展に資する活動を実践した。硬式野球部長として大学

を代表する硬式野球部となるべく部活動の運営に尽力し、結果として本学学生活動全体の支援とな

るべく活動を推進した。 

 

Ⅳ 社会貢献 

○目標・計画 

（目標） 

2021 年度愛知大学野球連盟の企画・運営に理事として関与し、積極的に連盟活動に貢献する。 

（計画） 

2021 年度事業計画に基づき、春秋リーグ戦等の事業を実施し、魅力ある大学野球を実現する。 

 

○学会活動等 

特になし 



 

○地域連携・社会貢献等 

特になし 

 

○自己評価 

 2021 年度愛知大学野球連盟理事として年間業務を遂行し、連盟活動の推進という大目的を達成す

ることができた。大学硬式野球部として日々の練習に邁進し、強化指定クラブとして恥ずかしくない

活動を支援することができた。コロナ禍の中で十分な練習時間を確保することができず、2部優勝と

なり 1部リーグ昇格を実現できなかったが、強化指定グラブとしての基礎固めに専念し、1部リーグ

校として活躍する準備を整えることができた。 

 

Ⅴ その他の特記事項（学外研究、受賞歴、国際学術交流、自己研鑽等） 

「三つの言葉」（建学の精神／校訓／教職員の心構え）具現化が学園構成員に付託された使命である。

本学ブランディングにおいて、「オンリーワンを、一人に、ひとつ。」のコンセプトフレーズに定めま

した。「三つの言葉」と「コンセプトフレーズ」を心に置きながら日々の業務活動を通じて自己研鑽

に邁進したい。学生の成長を支援する教育者として日々の教育・研究活動等を通じて自己の能力を十

分に発揮したい。1年間の区切りを意識して年度当初の改善点を意識して実践を続ける。 

 

Ⅵ 総括 

大学教員として、教育・研究活動を中心として、2021 年度も教育・学生指導の両面において積極的

に活動した。1年を振り返ると不十分な点も多々あったものの大学全体の発展に大いに貢献し、大学

発展の基礎固めを実践した。本年度も大学硬式野球部部長として強化指定クラブ運営・推進の業務を

担当した。1部昇格という当面の目標を達成することはできなかったが、愛知大学野球連盟理事とし

て連盟活動に貢献することができた。また本年度も学部長補佐兼学科長として学部執行部の運営と

学部教育活動の推進の面で大学の教育活動において大きく貢献することができた。 

 

以 上 


